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11月号

９月３０日からの２日間、「第３８回にんにくとべごまつり」が開催され、４年ぶりに田子牛
の丸焼きが復活！　会場は大いににぎわいました。

 4年ぶりの田子牛丸焼き大盛況！
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●
今
月
の
話
題

Takko Garlic & Beef Festival 2023

バーベキュー会場の様子

チケット引換所には長蛇の列バーベキューを楽しむ来場者のみなさん

たっここども園・
かみごうこども園の
マーチング

世界にんにく飛ばし大会
チャンピオン

迫力ある田子神楽の舞

にぎわった出店ブース

　

９
月
30
日
か
ら
の
２
日
間
、
創
遊
村
２
２
９
ス
キ

ー
ラ
ン
ド
特
設
会
場
で
、
第
38
回
に
ん
に
く
と
べ
ご

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
釜
渕
嘉
与
実

行
委
員
会
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
例
年
開
催

し
て
い
る
田
子
牛
の
丸
焼
き
を
今
年
か
ら
復
活
し
、

本
当
の
フ
ル
開
催
と
な
り
ま
す
。
今
日
、
明
日
の
２

日
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場
は
、
午
前
の
う
ち
か
ら
、
ご

家
族
や
ご
友
人
な
ど
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
お

客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
30
店
を

超
え
る
多
く
の
出
店
が
あ
り
、
来
場
者
は
田
子
に
ん

に
く
や
黒
に
ん
に
く
、
そ
の
他
町
の
特
産
品
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
料
理
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
災
害
時
に
お
け
る
相
互
援
助
協
定
を
結
ぶ

千
葉
県
多
古
町
か
ら
ゲ
ス
ト
が
来
町
し
、
一
緒
に
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
出
店
ブ
ー
ス
で
は
、
多

古
町
、
秋
田
県
鹿
角
市
が
地
域
ご
と
の
特
産
品
を
販

売
し
て
地
域
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
田
子
牛
や
に
ん
に
く
加
工
品
な

ど
が
当
た
る
「
田
子
ま
る
ご
と
抽
選
会
」、
的
を
狙
っ

て
に
ん
に
く
を
飛
ば
す
「
に
ん
に
く
射
的
」、
に
ん
に

く
の
飛
距
離
を
競
う
「
世
界
に
ん
に
く
飛
ば
し
大
会
」

な
ど
、
来
場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
行
わ
れ

ま
し
た
。
他
に
も
、
町
内
の
園
児
に
よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
な
ダ
ン
ス
、
タ
レ
ン
ト
の
清
水
よ
し
子
さ
ん
、

三
代
純
歌
さ
ん
、
千
崎
敏
司
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
や
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
時
折
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
２

日
間
合
わ
せ
て
お
よ
そ
１
万
１
７
０
０
人
が
来
場
し
、

田
子
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
町
の
特
産
品
な
ど
、
田

子
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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●
今
月
の
話
題

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
創
業
の
精

神
や
同
社
の
歴
史
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、
た
っ
こ
に
ん
に
く
を

使
っ
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
開
発

の
経
緯
や
、
未
来
に
残
し
た
い

田
子
町
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
に
宮
城
大
学
の
研
究
推
進
・

地
域
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー
の
中

嶋
紀
世
生
氏
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は

二
宮
氏
を
は
じ
め
、
各
分
野
で

活
躍
す
る
町
民
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、「
田
子
町
の
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

及
啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
イ

の
一
環
と
し
て
「
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
運
動
の
普
及
啓
発
の

た
め
に
、
田
子
町
が
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
、
町
内
外
か
ら

関
係
者
を
含
め
約
70
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
二
宮
か
お
る

副
会
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。二
宮
氏
は「
た
っ

こ
に
ん
に
く
と
カ
ル
ビ
ー  

そ

し
て
日
本
で
最
も
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
」の
テ
ー
マ
で
、

　

10
月
７
日
、
町
文
化
観
光
交

流
施
設
み
ろ
く
館
で
「
田
子
町

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
子
町
は
、
平
成
27
年
10
月

よ
り「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
同

連
合
で
は
、
毎
年
10
月
４
日
を

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
日
」

と
制
定
し
、
前
後
一
週
間
を
ビ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
イ
と
称
し
て
、

期
間
中
に
全
国
の
加
盟
町
村
地

域
に
お
い
て
、
景
観
保
全
や
普

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

田
子
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご

は
ん
の
開
発
秘
話
や
田
子
神
楽

へ
の
女
性
の
参
画
、
お
た
め
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
な
ど

を
通
じ
た
、
人
材
の
育
成
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
田
子

神
楽
保
存
会
技
芸
部
に
よ
る
田

子
神
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
権
現
舞
」や「
翁
」、「
盆
舞
」が

披
露
さ
れ
、
み
ろ
く
館
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
普
段

よ
り
近
く
で
見
ら
れ
る
神
楽
に

参
加
者
は
迫
力
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

基
調
講
演
を
す
る
二
宮
氏

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
中
嶋
氏

田
子
町

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

パ
ネ
ラ
ー
の
佐
藤
剛
大
さ
ん

パ
ネ
ラ
ー
の（
左
か
ら
）平
山
辻
子
さ
ん
、

釜
渕
一
知
さ
ん
、
五
十
嵐
孝
直
さ
ん
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（
写
真
２
）
直
売
所
経
営
研
修
会
の
様
子

（
写
真
１
）
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
た
グ
ル
メ
マ
ラ

　

ソ
ン

第
９
回
た
っ
こ
グ
ル
メ
マ

ラ
ソ
ン
（
※
写
真
１
）

　

８
月
27
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
特
設
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
第
９
回
た
っ
こ
グ
ル

メ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
１

歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー

約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

快
晴
の
空
の
も
と
、
参
加
者

は
エ
ッ
コ
ロ
コ
ー
ス
（
３
㎞
）

と
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
（
８
㎞
）

に
分
か
れ
て
走
り
、
コ
ー
ス
の

各
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
給

菜
所
」
で
ピ
ー
マ
ン
や
に
ん
に

く
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
を
リ

ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
後
は
、
２
２
９
ド

ー
ム
に
田
子
牛
や
タ
ッ
コ
ー
ラ
、

お
に
ぎ
り
な
ど
が
準
備
さ
れ
、

参
加
者
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

は
、
田
子
町
の
特
産
品
等
が
当

た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
参
加
者
は
田
子
町
の
魅
力

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

直
売
所
経
営
研
修
会

（
※
写
真
２
）

　

９
月
２
日
、
田
子
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
直
売
所
経
営
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
町
内
の
直
売
所

団
体
な
ど
を
対
象
と
し
て
行
わ

れ
、
町
内
直
売
所
の
連
携
し
た

運
営
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

研
修
会
に
は
町
内
か
ら
14
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
第
１

部
と
し
て
、
㈱
産
直
新
聞
社
代

表
取
締
役
の
毛
賀
澤
明
宏
氏
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
規
模
の

小
さ
な
直
売
所
の
重
要
性
と
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
参
加
者
は
資
料
を
確
認

し
な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し
て
い

ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
意
見
交
流
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

が
所
属
す
る
直
売
所
団
体
の
現

状
報
告
や
、
講
師
に
対
す
る
質

問
、
講
師
か
ら
助
言
を
い
た
だ

く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

町
内
で
農
業
体
験
修
学
旅

行
生
を
受
け
入
れ
（
※
写
真
３
）

　

９
月
４
日
か
ら
２
泊
３
日
の

日
程
で
、
大
阪
府
の
初
芝
富
田

林
高
等
学
校
２
年
生
14
人
が
、

農
業
体
験
修
学
旅
行
で
町
内
を

訪
れ
ま
し
た
。
同
校
は
平
成
９

年
か
ら
農
業
体
験
修
学
旅
行
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
は
町
内
の

３
軒
の
農
家
に
民
泊
し
な
が
ら

農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
日
中
は
枝
豆
や
ホ

ッ
プ
の
作
業
に
汗
を
流
し
、
ま

た
、
宿
泊
し
た
お
宅
で
は
受
入

農
家
の
方
と
の
会
話
や
食
事
も

思
い
出
深
い
も
の
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
25
日
に
は
、
神

奈
川
県
の
県
立
座
間
総
合
高
等

学
校
２
年
生
16
人
が
、
２
泊
３

日
の
日
程
で
田
子
町
を
訪
れ
、

町
内
４
軒
の
農
家
に
民
泊
し
な

が
ら
、
に
ん
に
く
の
作
業
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

映
画
監
督
相
米
慎
二
を
し

の
ぶ
会
（
※
写
真
４
）

　

９
月
９
日
、
上
相
米
の
相
米

慎
二
慰
霊
碑
前
で
「
第
11
回
映

画
監
督
相
米
慎
二
を
し
の
ぶ
会
」

が
行
わ
れ
、
相
米
監
督
の
兄
・

相
米
琢
磨
さ
ん
を
は
じ
め
関
係

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
農
作
業
に
取
り
組
む
高
校
生
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（
写
真
４
）
記
念
碑
の
前
で
記
念
撮
影

（
写
真
６
）
総
決
起
大
会
の
様
子

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
映
画
監
督
相
米
慎
二
さ
ん

の
22
回
目
の
命
日
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
映
画
監
督
相
米
慎

二
を
語
り
つ
ぐ
会
（
山
本
晴
美

代
表
）の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

相
米
監
督
を
し
の
び
、
生
前
の

功
績
を
た
た
え
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
25

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
慰
霊
碑
に
1
人
ず

つ
線
香
と
菊
の
花
を
手
向
け
、

静
か
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

同
会
代
表
の
山
本
町
長
は
、

し
の
ぶ
会
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
強
調
し
、
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
親
族
を
代
表

し
て
相
米
監
督
の
兄
琢
磨
さ
ん

は
、「
弟
の
亡
く
な
っ
た
日
が

遠
い
昔
に
感
じ
ら
れ
る
。
皆
さ

ん
の
協
力
で
映
画
祭
り
、
し
の

ぶ
会
を
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

た
っ
こ
に
ん
に
く
共
進
会

（
※
写
真
５
）

　

９
月
17
日
、
役
場
第
一
会
議

室
で
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
共
進

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
ん
に
く
産
地

の
維
持
・
拡
大
に
向
け
て
、
栽

培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
に

ん
に
く
の
高
品
質
安
定
生
産
を

推
進
し
、
た
っ
こ
に
ん
に
く
の

更
な
る
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

共
進
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
八
戸
に

ん
に
く
専
門
部
会
田
子
支
部
長

な
ど
審
査
員
７
名
が
、
出
品
さ

れ
た
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
25

点
を
白
さ
や
形
状
、
バ
ラ
ン
ス

な
ど
の
項
目
に
沿
っ
て
審
査
し
、

最
優
秀
賞
１
点
、優
秀
賞
２
点
、

優
良
賞
２
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

審
査
を
行
っ
た
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究
所
栽

培
部
長
の
前
嶋
敦
夫
さ
ん
は
、

「
出
品
さ
れ
た
全
て
の
に
ん
に

く
の
品
質
レ
ベ
ル
が
高
く
、
栽

培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
成

果
で
あ
る
と
感
じ
る
。『
た
っ

こ
１
号
』
の
出
品
数
が
年
々
増

え
て
お
り
、
品
質
も
向
上
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と

講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
５
点
は
、
10
月
21

日
、
22
日
に
開
催
さ
れ
る
田
子

ひ
と
く
る
め
ゃ
文
化
祭
で
展
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

三
町
合
同
総
決
起
大
会

（
※
写
真
６
）

　

９
月
19
日
、
令
和
５
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
三
町
合
同

総
決
起
大
会
が
、
田
子
町
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
町
と
三
戸
地
区

交
通
安
全
協
会
（
宮
村
純
吉
会

長
）
が
主
催
し
開
催
し
た
も
の

で
、
会
場
に
は
三
戸
町
・
田
子

町
・
南
部
町
の
交
通
安
全
関
係

団
体
か
ら
約
60
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

初
め
に
参
加
者
全
員
で
交
通

事
故
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
三
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
の
山
田
将
之
副
会

長
か
ら
は
、「
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
の
担
い
手
と
し
て
地

域
ぐ
る
み
の
安
全
運
動
を
推
進

し
、
家
庭
、
職
場
に
交
通
安
全

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
大

会
の
最
後
に
は
、
田
子
町
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会
の
宮
木
詩

織
副
会
長
が
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
、
参
加
者
は
交
通
事
故
の

な
い
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
の

実
現
に
向
け
て
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
５
）
に
ん
に
く
を
審
査
す
る
審
査
員
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
７
）

　

９
月
28
日
、
役
場
公
室
で
、

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

若
者
世
代
の
夫
婦
が
婚
姻
か
ら

継
続
し
て
１
年
以
上
田
子
町
に

居
住
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た

し
た
場
合
、
夫
婦
に
結
婚
祝
い

金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

山
本
町
長
は「
二
人
仲
よ
く
、

末
永
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
祝
い
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。
対
象
と
な

っ
た
ご
夫
婦
は
「
結
婚
式
が
ま

だ
な
の
で
、
そ
の
た
め
に
祝
い

金
を
使
い
た
い
」「
笑
顔
の
絶

え
な
い
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て

い
き
た
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
で
事
業
開
始
か
ら
65
組

目
、
今
年
度
１
組
目
の
贈
呈
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
尾
形
和
昭
・
ひ
か
り
夫
妻

（
西
舘
野
）

田
子
小
学
校
交
通
安
全
指

導
教
室
（
※
写
真
８
）

　

10
月
12
日
、
田
子
小
学
校
で

田
子
町
教
育
委
員
会
の
主
催
に

よ
る
交
通
安
全
指
導
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
年
、
全
国
的
に

車
両
に
よ
る
人
身
事
故
が
多
発

し
て
お
り
、
学
校
生
活
が
始
ま

っ
て
間
も
な
い
小
学
児
童
の
バ

ス
の
乗
り
降
り
等
を
安
全
に
で

き
る
よ
う
指
導
し
、
少
し
で
も

交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
三
戸
警

察
署
と
南
部
バ
ス
の
協
力
に
よ

り
、
大
型
バ
ス
の
死
角
や
内
輪

差
、
急
ブ
レ
ー
キ
の
際
の
車
内

で
の
転
倒
事
故
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
か
ら

は
、「
バ
ス
に
乗
る
と
き
に
内

輪
差
や
死
角
に
気
を
つ
け
た
い
」

「
バ
ス
の
近
く
で
は
あ
ま
り
遊

ば
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　地域おこし協力隊の五十嵐です。
　９月29日より、大黒森にある宿泊施設
ロッジカウベルがオープンいたしました！
宿泊だけにとどまらず、田子ならではの体
験が付随した体験ツアーや、サウナやキャ
ンプ、BBQ、ジップラインなどの雄大な
景色の中で楽しむアクティビティなど、

「ロッジカウベルプレイパーク構想」とい
う誰もが楽しめる施設を目指した構想をも
とに、今後運営を行っていきます。
　今年の営業は11月末までの営業となり
ますが、１泊素泊まり3,500円（税抜）と
プレオープン価格で運営しておりますの
で、ぜひこの機会にロッジカウベルにお越
しください。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村
治樹です。
　私事で恐縮ではありますが、この度、元
協力隊員の木村知子さんとの間に第一子が
誕生いたしました。８月25日生まれの元
気な男の子で、
名前は光希（こ
うき）です。
　田子町に移住
して早２年の月
日が経つ中で、
夫婦共々、関東
に住んでいる頃
では感じ得なかった自然の心地よさ、食べ
物や空気のおいしさ、そして何よりも、町
の方々の温かさを感じられたことで、子ど
もが私たち夫婦の元に、安心してやってき
てくれたのかもしれません。今回の出来事
を通して感じたこと、経験したことを、新
たな移住希望者に伝えていく必要があると
も感じました。とにもかくにも親バカでは
ありますが、かわいい我が子ともに、今後
も皆様よろしくお願いいたします。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆ご報告　　　　　　　　　　

◆ロッジカウベル
　オープンいたしました！　　

（
写
真
８
）
三
戸
警
察
署
の
方
か
ら
バ
ス
の

　

死
角
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

（
写
真
７
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
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●
お
知
ら
せ

■  令和６年度 田子幼稚園・認定こども園
　利用案内
　令和６年４月１日からの入園児童を募集します。
▼施設種別・名称

施設種別 施設名 募集人数
幼稚園 田子幼稚園 30名

認定こども園
たっここども園 120名

かみごうこども園 10名
▼受付期間
　１１月１日（水）～１１月３０日（木）※期限厳守
※ただし、新年度途中での入園も可能ですので、そ

の場合はお問い合わせください。
▼申込書配置・受付場所

施設名 申込書配置場所 申込書受付場所

田子幼稚園

田子幼稚園、教育
委員会教育課、役
場住民課子育て定
住移住支援室

田子幼稚園、役場
住民課子育て定住
移住支援室

たっここども園 役場住民課子育て
定住移住支援室、
各こども園

役場住民課子育て
定住移住支援室、
各こども園（教育
部分のみ）かみごうこども園

《田子幼稚園について》
▼対象　満３歳児～５歳児（令和３年４月２日～平成

３１年４月１日までに生まれた子）
　※満３歳の誕生日を迎えた翌月から入園できます。
▼教育時間　満３歳児・３歳児　午前９時～午後１時
　　　　　　４・５歳児　　　　午前９時～午後３時
▼預かり保育
　【午前】午前７時３０分～教育時間開始前まで
　【午後】教育時間終了後～午後６時３０分まで
　（月曜日～金曜日　長期休業中の平日）

▼入園料保育料　無料
▼給食費　１食２６０円ですが、町の規則により（保護

者の所得など）利用者で異なります。給食費軽減事
業は全員が対象となり、年度末に１／３の補助を受
けることができます。

《認定こども園について》
▼対象　令和６年４月１日現在、満６カ月以上で満５

歳以下の子　※現在入園していて、引き続き入園
を希望する場合も申込が必要です。

▼入園申込に必要なもの
①支給認定申請書兼保育利用申込書（町指定のもの）
②保護者の就労（予定）証明書、就労状況申立書（農

業・自営業等）、就労誓約書（求職活動中）等
※就労宣誓書等の場合、後日聞き取り調査があります。
③ひとり親世帯の場合は、ひとり親家庭等医療費受給

資格証または児童扶養手当証書、障がい者（児）同
居の場合は、手帳・証書または障害基礎年金等の受
給を証するもの。

▼保育料　国の基準に基づき、町で決定
します。令和６年４月～８月分の保育
料は令和５年度町民税額から算定し、
令和６年９月～令和７年３月分の保育料は令和６年
度町民税から算定します。

▼給食費　満３歳児以上の子どもの給食費（主食費及
び副食費）は利用者実費負担となります。なお、保
護者の負担すべき給食費相当額の１／３の助成を受
けることができます。

▼備考　提供する保育内容は変更する場合があります。

問田子幼稚園（大向）☎３２－２３４０
問役場住民課子育て定住移住支援室（佐藤・北田）

☎２３－０６７８

■  田子町農地バンク事業が始まりました！
　田子町農業委員会では、農地の所有者等から “貸し
たい、売りたい” 農地の情報を取りまとめ、意欲ある
担い手へ結びつけるとともに、農地の有効利用や遊休
農地及び荒廃農地の発生防止または解消に寄与するこ
とを目的に、田子町農地情報バンク事業をスタートい
たしました。
　農地所有者で、“貸したい、売りたい”
農地がある方や、事業内容を詳しく聞き
たい方は、農業委員会までお申し込みま
たは、お問い合わせください。
　また、町ホームページへも内容を掲載しております
ので、そちらもご覧ください。
▼申込期間　通年（いつでもお問い合わせ可能）
▼申込場所　田子町農業委員会（役場１階）

問田子町農業委員会 ☎２０－７１２０

■  令和６年度田子町奨学資金 “奨学生募集”
　町は、経済的理由により就学が困難な生徒・学生、
学習に意欲的な生徒・学生を応援するため、奨学資金
事業を実施しています。
　現在、奨学生を募集しています。高校３年生の皆さ
んには案内書を発送済みです。
　例として、大学に進学の場合、月額５万円が貸与さ
れます。また、入学時の費用負担を支援するため、入
学準備金等も用意しております。
　なお、高校進学を目指す中学生や、既に高校を卒業
している人、現在大学等に就学中の方も対象となりま
す。ご希望の方には、提出書類や詳しい
内容を載せた案内をお渡ししますので、
下記までお問い合わせください。
▼申込期限　１０月３１日（火）

問田子町教育委員会教育課学務グル－プ ☎２０－７０７２
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お
知
ら
せ

かんたん野菜レシピ
マーボー大根

（材料）
大根　300g
豚ひき肉　100g
おろし生姜・にんにく　各小さじ１強
一味唐辛子　お好みで
水　100ml、酒　大さじ１
醤油・砂糖　各大さじ1/2
鶏ガラスープ素　小さじ１
水溶き片栗粉、ごま油

（作り方）
① 大根は１㎝の角切りにする。
② フライパンにごま油を熱し、豚ひき肉・Aを炒め
る。大根・Bを加えて煮立て、大根が透き通るま
で煮込む。

③ 水溶き片栗粉でとろみをつけ、仕上げにごま油で
風味付けをしたらできあがり。

★大根は消化を助けて胃腸の健康をサポートします。
季節の変わり目に不調になりがちな胃腸をケアし
ます。

★大根はレンジで加熱してから使うと煮込み時間が
減り、時短になります。溶け出た汁も残さず使
いましょう。

（地域包括支援課栄養士　本木）

A

B

■  適切なペットボトルの出し方について
　最近、ペットボトルの出し方のルールが、守られて
いない様子が見受けられます。リサイクルできなけれ
ば、燃やせるごみとして焼却処分してしまうことにな
ります。そこで、改めて「適切なペットボトルの出し
方」について、以下のとおり皆様にお知らせします。

①はじめに、
　キャップを
　外します。

③次に、水で軽く中をすすいでから、水分
を取ってください。この時に、乾かすと
なお良いです。
④最後に、キャップをしない状態で、ペットボトルはつぶ
さずに、町指定ごみ袋もしくは透明な袋に入れて出して
ください。

●注意点　▽外したキャップとラベルについては、燃やせるご
みとして出してください。▽汚れているもの、工作などに使
用したペットボトルは、燃やせるごみとして出してください。

　ごみの減量化・リサイクルを推進し、きれいで住み
よい町にするため、ご理解ご協力をお願いします。

問役場住民課住民環境グループ（大橋）☎２０－７１１３

②次に、ラベル
　をはがします。

■  田子町燃油券を11月に配布します
　町では、町民への物価高騰対策として、燃油券を配
布します（全世帯一律１万５千円分）。なお、引換券を
１１月１３日前後に郵送しますので、地域ごとの引換日
と必要書類をご確認のうえ、会場までお越しください。
・引換日は、１１月１８日（土）と１９日（日）
・１１月に郵送する引換券は、「燃油券」と「地域かが
やき商品券２回目」との共通引換券となります。
　なお、７月に配布した地域かがやき商品券１回目の
使用期限は１０月３１日ですので、ご注意ください。

問役場住民課（尾形）☎２０－７１１９

■  介護予防体操教室参加団体募集
　自分の地域にサロンなど介護予防活動の場を立ち上
げたい、または現在活動している団体、グループへリ
ハビリ専門職が体操講師としてお手伝いします。サロ
ン活動のメニューの一つとして、体操を取り入れてみ
ませんか。詳しくは、役場地域包括支援課へお問い合
わせください。
▼対象となる団体
・町内在住者で、６５歳以上の方が５人以上参加している
・会場確保、準備、後片付けなどは、自分たちで行う

ことができる
▼内容　団体等に対してリハビリテーション専門職

（町立田子診療所　作業療法士）を派遣し、適切な運
動方法について、実技指導等を行います。
　①派遣回数　原則として１団体につき年２回程度
　②派遣時間　１回につき１時間程度
▼費用　無料

▼申込・問い合わせ先
　役場地域包括支援課包括ケアグループ

（せせらぎの郷）☎２０－７１００

■  八戸圏域連携中枢都市圏
　の形成に関する講演会
▼日　時　１１月９日（木）午後３時30分～４時40分
▼場　所　ユートリー１階多目的大ホール
　　　　　（八戸市一番町一丁目9-22）
▼テーマ
　「移動型緊急手術室ドクターカーＶ３について（仮）」
▼講　師　浅川拓克氏（八戸工業大学 工学部工学科准教授）
　　　　　今明秀氏（八戸市立市民病院 事業管理者）
▼参加料　無料（事前申込が必要です。先着30名まで）
▼申込方法　八戸市ホームページの申込みフォームよ

り、１１月２日（木）までにお申込みください。

問八戸市政策推進課 ☎０１７８－４３－９２４８（直通）
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八戸圏域文化財魅力発信事業
　圏域内の文化財の魅力を広く発信し、認知度の向上
を図るため、遊びながら楽しく文化財を学べる「文化
財バトルカード」を配布するほか、各市町村の文化財
の情報を集約したホームページを公開しました。

【文化財バトルカードとは？】
●カードは、全部で４２枚
●それぞれのカードには、文化財の写真
　や説明、バトルで使えるレア値や特技
　（特殊効果）を掲載
●圏域内の２０施設で無料で配布中

https://www.city.hachinohe.aomori.jp/soshikikarasagasu/
shakaikyoikuka/bunka/2/18845.html

問八戸市社会教育課 ☎０１７８－４３－９４６５
▽連携中枢都市圏全般について
問八戸市政策推進課 ☎０１７８－４３－９２４８

連携中枢都市圏の
取り組みを紹介します！

蕪島
ウミネコ繁殖地

（八戸市）

※数量限定のため、配布
状 況 に つ い て、 右 記
QR コードからご確認
ください。

氣比神社の
絵馬市

（おいらせ町）

聖寿寺館跡
（南部町）佐瀧別邸

（三戸町）

バトルカードの配布場所や文化財の情報はこちら↑

■  県境不法投棄現場の土地公売に関する
　説明会の開催について
　岩手県では、令和７年度以降に青森・岩手県境不法
投棄現場の土地を公売するため、「市民・事業者向け
現場等説明会」を開催します。土地の購入に関心のあ
る方、現場だけ見てみたい方など、どなたでもお気軽
にご参加ください（参加費無料、要事前申込）。
▼開催日時、場所
　１１月２４日（金）午前１１時～午後３時
　（昼食は各自でご準備ください）
　午前11時～：二戸地区合同庁舎３階機能訓練室
　午後２時～：不法投棄現場
▼現場への移動　各自で移動（午後２時現地集合）、

またはマイクロバスで移動（合庁午後１時発、要申
込、先着20名限定）

▼申込方法　メール（ac0003@pref.iwate.jp）または
FAX（０１９－６２９－５３６９）で、以下の必要事項を
お知らせください。（申込期限：１１月１５日（水）必着）

⑴各自で移動する方：所属、氏名、電話番号
⑵マイクロバス利用希望の方：所属、氏名（フリガ

ナ）、自宅住所、生年月日、電話番号（主催者側で
保険加入するために必要な情報です。）

▼申込先（問合せ先）
　岩手県環境生活部資源循環推進課
　☎０１９－６２９－５３６６
▼その他　詳細は、県ホームページをご覧ください。
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/
kankyou/fuhoutouki/1068655/1068656.
html
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健康ウォーク2023
　季節ごとに町内外のル
ートを楽しめる「健康ウ
ォーク2023」の紅葉ル
ートを10月９日に開催
しました。最終回となっ
たコースは、当初計画し
ていた睡蓮沼スタートを
城ヶ倉大橋スタートに、
城ヶ倉大橋ゴールを酸ヶ
湯温泉ゴールに変更しま
した。
　この日は、21名が参
加しました。当日は天候
にも恵まれ、前半は城ヶ倉大橋からの景色を望みなが
ら、後半は山林の中の景色を楽しみながら歩きました。
　ゴール後は、酸ヶ湯温泉にて昼食や温泉に入り、疲
れを癒やしました。

令和６年二十歳を祝う会開催のお知らせ
　令和６年１月７日（日）、二十歳を祝う会を実施しま
す。該当者は、平成15年４月２日から平成16年４月
１日までに生まれた方です。対象の方には後日ご案内
をお届けいたします。該当者で町内在住者、町内出身
者であればどなたでも参加できます。ご案内が届きま
したらお早めにご連絡をお願いいたします。

歴史講座
　10月８日に歴史講座が開催されました。今回は野
外講座として、岩手県花巻市花巻城跡へ行きました。

　講座では、南部藩
の重臣であり、田子
町出身の南部利直公
からも大変重用され
たという「北信愛」

（きたのぶちか）が
居城とし、伊達藩と
の最前線でもあった

花巻城を見学してきました。大部分は公園や公共施設
として整備されていましたが、一部の門や石垣などが
復元されており、講師の木村明彦先生（三戸町立歴史
民俗資料館館長）から城の成り立ちや各施設の機能・
目的などの説明があり、参加者は熱心に聞き入ってい
ました。
　また、北家に縁のある鳥谷ヶ崎神社や、信愛が若く
して戦死した息子を悼んで建立させたという陽光山雄
山寺、和賀氏が伊達政宗に扇動され起こしたとされる
一揆勢の拠点だった岩崎城、南部藩と伊達藩の境界で
国指定史跡である南部領伊達領境塚なども見学してき
ました。
　次回は11月10日（金）午後7時から、みろく館にて

「南部信直と北信愛－信愛の事績をたどる－」を開講
の予定です。

●歴史講座
▽と　き　11月10日（金）午後７時～８時
▽ところ　みろく館
▽内　容　南部信直と北信愛－信愛の事績をたどる－
▽参加費　無料　　▽定　員　15名
▽持ち物　筆記用具

●いけばな講座
▽と　き　11月18日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※11月10日（金）までの申込みが必要です。

●フラワー教室
▽と　き　11月28日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　クリスマスアレンジ
　※11月20日（月）までの申込みが必要です。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

昨年の様子
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●郷土資料
▽戦国武将列伝１／乱世一五〇年を

彩った郷土の人物伝／ T291セ
●健康
▽心の不安がスッと消えるうつ吸い

イラスト集／493ナ
▽更年期に効く美女ヂカラ／495タ
▽目がよくなるまちがいさがし／

496ハ
●生活、料理
▽暮らしのおへそ36 ／590ク
▽毎日おにぎり365日／日々おにぎ

りゆこ／596ヒ
▽パンどろぼうのせかいいちおいし

いパンレシピ／596ヨ
▽リュウジ式至高のレシピ２／596リ
▽とんでもないお菓子作り／江口和

明／596エ
●歴史・時代小説
▽小田原仁義／三河雑兵心得12 ／

井原忠政／913イ
▽居酒屋お夏９／岡本さとる／913オ
▽居酒屋お夏10 ／岡本さとる／

913オ
▽ごんげん長屋つれづれ帖７／金子

成人／913カ
▽夢よ、夢／柳橋の桜４／佐伯泰英

／913サ
▽おつとめ〈仕事〉時代小説傑作選

／913ジ
▽契り橋／あきない世傳金と銀14

／特別巻上／髙田郁／913タ
▽本所おけら長屋外伝／畠山健二／

913ハ
▽雨のあと／藍染袴お匙帖14 ／藤

原緋沙子／913フ
●ミステリー・警察小説など
▽死者の試写会へようこそ／怪異名

所巡り12 ／赤川次郎／913ア
▽鵼の碑／京極夏彦／913キ
▽存在のすべてを／塩田武士／913シ
▽いまこそガーシュウィン／岬洋介

９／中山七里／913ナ
▽あなたが誰かを殺した／東野圭吾

／913ヒ
▽刑事のまなざし／夏目信人１／薬

丸岳／913ヤ
●そのほかの小説など
▽からさんの家／まひろの章／小路

幸也／913シ
▽薬屋のひとりごと13 ／日向夏／

913ヒ

図書館情報
私のペースで　しおりは進む
2023・第77回読書週間 10／27～11／９

　秋の読書週間です。図書館では昨年
の９月から今年の９月までの約１年間
で、貸出の多かった本をランキング形
式で約40冊紹介します。この機会に
どうぞ図書館をご利用ください。
▼小説

○汝、星のごとく／凪良ゆう
○サクラ01　朽ちないサクラ
　／柚月裕子
○老害の人／内館牧子
○隠蔽捜査01 ／今野敏

▼小説以外
○71歳、年金月５万円、あるもので

工夫する楽しい節約生活／紫苑
○ＪＡ全農広報部さんにきいた世

界一おいしい野菜の食べ方

▼郷土資料
○八戸本
○南部家／兼平賢治

▼児童書
○パンどろぼうとなぞのフランス

パン／柴田ケイコ
○ざんねんないきもの事典04
　もっと

●「2023貸出ランキング」特集

▽期間　10月28日（土）から
　※本がなくなり次第終了します。
▽対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生
以上の方。貸出券がない方は図書館
カウンターでお作りください。

▽内容
　「きょうの料理」「趣味の園芸」「や
さいの時間」など図書館で購入し１
年が経過した古雑誌や、除籍した古
本などを決められた冊数だけ差し上
げます。

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

昨年の読書週間本の展示

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

11月の図書館行事
▼11 ／１（水）午前10時から
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼11 ／15（水）午前10時から
　セカンドブック／せせらぎの郷
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誕生

●木村光
こうき

希（治樹・知子）／南風張
●鹿嶋渚

なぎと

翔（将佑・綾乃）／七日市
●遠澤佳

よしき

輝（貴生・佳子）／清水頭
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●日向信子（61歳）風張
●矢守正志（91歳）矢田郎
●山本榮一（86歳）川代
●小笠原　繁（88歳）茂市
●佐藤　榮（79歳）南側
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
５
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2061（－４）
人口／4864（－５）
男／2352（－２）
女／2512（－３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
「
１
１
９
番
の
日
」
高
機
能

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
見
学
の
お

知
ら
せ

　

正
し
い
１
１
９
番
通
報
要
領

と
、
消
防
車
・
救
急
車
が
出
動
す

る
ま
で
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
11
日
（
土
）
12
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

八
戸
地
域
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
高
機

能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
消
防

本
部
４
階
）　

八
戸
市
田
向
五
丁

目
１
‐
１

※
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
室
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
隣
接
の
見
学
ブ

ー
ス
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
す
。

問
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
指
令
救
急
課

☎
０
１
７
８
‐
44
‐
２
１
３
５

FAX
０
１
７
８
‐
46
‐
１
１
７
１

○
１
１
９
番
通
報
訓
練
を
体
験

で
き
ま
す

　

火
災
や
交
通
事
故
を
目
撃
し

た
時
な
ど
、
冷
静
に
１
１
９
番

通
報
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

災
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た

り
、
人
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
指
令
セ
ン
タ
ー
の

見
学
を
機
に
、
１
１
９
番
通
報

シ
ス
テ
ム
を
学
び
、
災
害
に
よ

る
被
害
の
軽
減
・
救
命
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事

故
を
防
止
し
よ
う

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

夕
暮
れ
時
・
夜
間
に
外
出
す
る

と
き
は
、
反
射
材
用
品
の
着
用
が

効
果
的
で
す
。
運
転
者
か
ら
よ
く

見
え
る
よ
う
、
明
る
い
色
の
服
装

と
反
射
材
用
品
の
活
用
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
へ
の
お

願
い　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

夕
暮
れ
時
は
、
ラ
イ
ト
の
早
め
点

灯
と
反
射
材
の
着
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、

携
帯
電
話
等
を
使
用
し
な
が
ら
自

転
車
を
利
用
す
る
こ
と
の
危
険
性

を
認
識
す
る
と
と
も
に
、「
自
転

車
安
全
利
用
五
則
」
を
遵
守
し
、

安
全
に
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
お

願
い　

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に

し
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で
、
見

る
こ
と
、
見
せ
る
こ
と
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
に
対
向

車
・
先
行
車
が
な
い
時
は
、
ラ
イ

ト
を
上
向
き
に
し
て
危
険
を
早
期

に
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

※
11
月
の
ラ
イ
ト
早
め
点
灯
目
安

時
刻
は
午
後
３
時
で
す
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

2
（木）

高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

6
（月）

特定健診結果説明会（上郷公民館）
午前10:00～11:30、午後2:00～3:30

7
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前7:30～9:00

8
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

たっこオレンジカフェ（みろく館）
午前10:00～11:30

10
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

12
（日）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

14
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

15
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～正午

16
（木）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

17
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

20
（月）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

21
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

22
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

24
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

特定健診結果説明会（原交流センター）
午前9:30～11:30

27
（月）

特定健診結果説明会（中央公民館）
午前9:30～11:30

28
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

食生活改善推進員養成講座
（せせらぎの郷）午前8:30～正午

30
（木）

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

11月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００
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●
お
月
見
会

　

９
月
29
日
は
十
五
夜
で
し
た
。
天
気

に
恵
ま
れ
、
夜
に
は
大
き
な
お
月
様
を

見
て
お
月
見
を
楽
し
ん
だ
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
お
月
見
の
リ
ー
ス
を
飾
り
、
お
だ
ん

ご
や
さ
つ
ま
い
も
、
秋
の
果
物
な
ど
を

お
供
え
し
て
、
保
護
者
と
一
緒
に
お
月

見
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
親
子
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
様
々

な
色
の
フ
ラ
ワ
ー
紙
を
ふ
ん
わ
り
入
れ
、

形
を
整
え
ウ
サ
ギ
の
親
子
を
作
り
ま
し

た
。
形
を
整
え
る
の
が
少
し
難
し
く
、

親
子
で
協
力
し
た
り
役
割
分
担
し
な
が

ら
楽
し
く
製
作
し
て
い
ま
し
た
。
頑
張

っ
て
作
り
、
完
成
し
た
ウ
サ
ギ
を
見
て

「
か
わ
い
い
♡
」
と
う
っ
と
り
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
。
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く

ほ
っ
こ
り
す
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。
そ

の
後
行
わ
れ
た
お
月
見
会
で
は
、
お
月

見
に
つ
い

て
の
お
話

を
聞
い
た

り
、
実
習

生
の
出
し

物
を
見

て
、
月
や

お
供
え
物

に
つ
い
て

学
び
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は

子
ど
も
た
ち

が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い

た
親
子
ク
ッ

キ
ン
グ
で

す
。
田
子
町

食
育
改
善
委

員
会
の
方
や

地
域
包
括
支

援
課
栄
養
士
の
ご
指
導
の
も
と
、
親
子

で
太
巻
き
作
り
に
挑
戦
。
海
苔
に
乗
せ

る
ご
飯
の
量
で
大
き
さ
が
変
わ
る
の
で
、

親
子
で
相
談
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
作

っ
て
い
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
親
子
で

料
理
を
す
る
時
間
が
と
れ
な
い
と
い
う

ご
家
庭
も
あ
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
も

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
お
月
見
会
の

会
食
は
、
食
育
改
善
委
員
会
の
方
が
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
芋
の
子
汁
、
お
月

見
団
子
、
親
子
で
作
っ
た
太
巻
き
、
ぶ

ど
う
で
し
た
。
自
分
で
作

っ
た
太
巻
き
は
お
い
し
さ

倍
増
で
、
み
ん
な
で
も
り

も
り
食
べ
て
い
ま
し
た
。

五
感
を
育
て
る
大
事
な
時

期
に
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
楽
し
み
な
が
ら
体
験

す
る
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
一
日
で
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
幼
稚
園
）

学
校
の
話
題
　
田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

毎
週
火
曜
日
・

水
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
住

民
課（
☎
20
‐
７
１
１
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

陶芸作品
陶芸クラブ 陶寿延（代表　長澤靜子）

陶
芸

「多用器」
作者：田村恵美子

好みのものを入れて楽しん
でいます。今回は花器に見
立てました。

「食籠（じきろう）」
作者：清水京子

おいしいお菓子を入れてお
茶を飲みましょう ‼
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
３
年
11
月
号
（
令
和
５
年
10
月
25
日
発
行
）
通
算
第
７
６
８
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　９月某日、町民の方から「見たことがない生き物を畑で見つけた」との
情報をいただき撮影しました。写真のとおり太さは１～２mm 程度、体長
は２０cm 以上あります。隣に並べた割りばしと比べてもその細さと長さが
お分かりいただけると思います。インターネットで調べてみると「ハリガ
ネムシ」という生き物のようです。
　町民の皆さまからの情報提供や取材・撮影の依頼などございましたらお
気軽に役場政策推進課へお知らせください。（☎２０－７１２７）

町内で頑張る地域おこし協力隊を紹介します町内で頑張る地域おこし協力隊を紹介します

知っておきたい
田子町の福祉・介護のお役立ち情報
せせらぎの郷（さと）とは？

町
民
投
稿
コ
ー
ナ
ー

⇒次回は「家族介護支援金」についてお知らせします。

★相談がある方は、正面
入口の窓口（地域包括支援
課）に声をかけてください。
職員がご案内します。

◆町民の皆様からこんな声をよく聞きます。

●田子町社会福祉協議会
●田子町訪問看護ステーション

★地域包括支援課（☎ 20-7100　時間 8:15〜17:00） 
　（介護・健康・子育て・コロナ・生活保護等の相談窓口です）
●田子町老人デイサービスセンター

２階

１階

よく「困ったことがあったらせせらぎの郷に相談して」って言われるけど、
せせらぎの郷ってどこにあるの？

田子診療所（旧：田子病院）のとなりです。

リレー連載
第２回

　２０２１年５月に神奈川県から移住し、地域おこし協力
隊として活動中の木村治樹さん（42歳）。関東各所のパ
ン屋で修行を積まれる中「いつかは自分のお店を持ち
たい」というのが夢だったそうです。そんなことを思
っていた中で「お店を持つなら今でもいいんじゃない？」
という奥さまの言葉もあり、ご縁あって、人の温かさ
や食のおいしさ、自然の美しさも感じられた田子町に
移住してきました。

　着任後は、町の PR と観
光振興がメインミッショ
ンであり、CM 大賞では初
出品でユニーク賞を受賞
するなど、動画や SNS を
活用しさまざまな田子町
の魅力を発信してきまし
た。観光振興の方では、町のお祭りやイベントに率先
して参加。地域のイベントに裏方として参加すること
で、観光目線では気づかない地域の魅力を再発見でき
たと言います。
　協力隊の任期後に、いよいよご自分の夢であったパ
ン屋（店名：りんごとごりら）の開店準備を進めてい
るそうで「お店の場所は、自分たち夫婦が大好きな景
色が広がる上郷地区になります。たくさんの人が集ま
る場にしたいですし、新たな雇用も作っていきたいと
思っています。自分たちが事業を軌道に乗せることが、
今後、田子町で新しく挑戦する人たちの後押しになれ
ばいいなと思っています」と語られた木村さん。田子
町にパン屋ができる日が待ち遠しいですね。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

五十嵐孝直隊員が取材！
五十嵐孝直隊員が取材！

はじめてのハッピーバースデイ
令和４年10月に生まれた満１歳のお友だちです。

●種子紅
こ う き

希ちゃん
Ｒ4.10.14

（野々上・女の子）
一歳のお誕生日おめで
とう！ ニコニコ笑顔で
みんなを癒やしてくれ
る紅ちゃん、これから
もたくさん遊ぼうね♡

畑で見つけました畑で見つけました


